
婦人科59

婦人科

平滑筋肉腫

IFM

Ｒｐ 形態 ルート 薬品名 投与量 時刻・コメント 1 2 3 4 5 28

1 点滴注 メイン５-① 生食 500ｍＬ
ルートキープ

イホマイド終了まで入れきり
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

2 点滴注 側管① グラニセトロン1mgバッグ 1mg 15分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

デキサート 9.9mg

3 点滴注 側管② イホマイド 1500mg/㎡ 60分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

生食 250mL

4 点滴注 側管③ ウロミテキサン 300mg/㎡ 15分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

生食 50mL イホマイドと同時に

5 点滴注 メイン５-② 生食 500mL 90分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

メイロン 20mL

6 点滴注 メイン５-③ ソルデム3A 500mL 90分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

メイロン 20mL

7 点滴注 側管④ ウロミテキサン 300mg/㎡ 15分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

生食 50mL イホマイド投与4時間後

8 点滴注 メイン５-④ ソルデム3A 500mL 90分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

メイロン 20mL

9 点滴注 メイン５-⑤ ウロミテキサン 300mg/㎡ 15分かけて ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

生食 50mL イホマイド投与8時間後

★１クール＝28日

～ＭＥＭＯ～

催吐レベル3（30％以上90％未満）

day6～8にﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ錠を朝,昼食後に4mg/回

・・・

科名

対象疾患名

プロトコール名

PhaseⅡ trial of ifosfamide and mesna in leiomyosarcoma of the uterus:A Gynecologic Oncology Group study
AM J OBSTET GYNECOL 1992;166:556-9
Safety and Efficacy of Adjuvant Single-Agent Ifosfamied in Uterine Sarcoma
Gynecologic Oncology 78,221-227(2000)


